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テーマ　「パックンマックンと考えるこれからの多文化共生」
講　師　パックンマックン［タレント］
《講師プロフィール》
　アメリカ出身のパトリック・ハーラン氏（パックン）と吉田 眞 氏（マックン）とのお笑いコンビ。1997
年結成。異国コンビのパイオニアとして、漫才、コントに加え日米の差異を盛り込んだネタで人気を博す。
　現在はテレビなどのメディアでの出演を始め、15年以上前から国際交流や多文化共生などをテーマにし
た講演を精力的に行っている。パックンはふくいブランド大使・福井市観光大使、マックンはぐんま観光
特使・富岡ふるさと大使として幅広く活躍中。

記念講演

令和6年10月26日（土）13：30～16：00
福井県生活学習館（ユー・アイふくい）　
❶表 彰 式（13：30～）
●福井県社会福祉協議会会長表彰　●福井県共同募金会会長表彰
❷記念講演（14：40～）

日　時
会　場

内　容
（予定）

【講演参加申込】　右記の二次元コードまたは下記にてお申し込みください。
【問合せ・申込先】　（福）福井県社会福祉協議会　総務企画課　社会福祉大会担当
　　　　　　　　　TEL：0776-24-2339　E-mail：somu@f-shakyo.or.jp
　　　　　　　　　ホームページ：https://www.f-shakyo.or.jp/

記念講演は
どなたでも聴講可能です !

寄付者
♥7月19日

株式会社 平和堂 様
●寄付金　30万円

寄付先　　　　　福井県社会福祉協議会
　　　　　（子ども未来応援バンク）

皆様の善意は有効に
活用させていただきます。
皆様の善意は有効に
活用させていただきます。

８
月
28
日
か
ら
９

月
８
日
ま
で
フ
ラ
ン

ス
・
パ
リ
で
開
か
れ

た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
、
本
県
か
ら
伊
藤

竜
也
さ
ん
（
大
野
市

出
身
、
新
日
本
工
業

株
式
会
社
所
属
）
と

川
上
秀
太
さ
ん
（
福

井
市
出
身
、
株
式
会

社
ア
ス
ピ
カ
所
属
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

と
も
に
初
出
場
で
、

川
上
さ
ん
は
陸
上

男
子
１
０
０
ｍ（
視
覚

障
が
い
Ｔ
13
）
で
10

秒
80
を
記
録
し
、
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
。
伊

藤
さ
ん
も
陸
上
男
子

１
０
０
ｍ（
車
い
す
Ｔ

52
）
で
８
位
入
賞
し

ま
し
た
。

川
上
さ
ん
は
予
選

を
組
２
位
、
全
体
の

３
位
で
通
過
。
決
勝

で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
選
手
と
３
位
争

い
を
演
じ
、
ほ
ぼ
同

時
に
ゴ
ー
ル
に
飛
び

込
む
大
接
戦
を
制
し

ま
し
た
。
福
井
県
勢

が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な

る
の
は
、
２
０
０
８

年
北
京
大
会
の
陸
上

男
子
４
０
０
ｍ（
車
い

す
Ｔ
52
）
な
ど
で
３

つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
高
田
稔
浩
さ
ん

以
来
16
年
ぶ
り
で
す
。

伊
藤
さ
ん
は
４
０

０
ｍ
と
１
０
０
ｍ
の

２
種
目
に
出
場
し
ま

し
た
。
４
０
０
ｍ
は

決
勝
進
出
を
逃
し
た

も
の
の
、
１
０
０
ｍ

で
は
組
４
位
、
全
体

の
８
位
で
予
選
を
突

破
し
、
決
勝
で
は
17

秒
91
の
タ
イ
ム
で
８

位
入
賞
し
ま
し
た
。

両
選
手
は
今
回
の

成
績
に
満
足
し
て
お

ら
ず
、
早
く
も
次
を

見
据
え
て
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

伊藤竜也さん 川上秀太さん

パリパラリンピックで県勢躍動 銅メダル 川上秀太さん
８位入賞 伊藤竜也さん

祝

心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 
心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 

　第2回全国ボランティアフェスティバル（平成5年度）
の本県開催を記念して制作されたシンボルモニュメント
が、福井市中央１丁目の通称・三角地帯の西端のスペー
スに建てられています。
　福井地震で片腕を失いながらも生き延び、創作活動を
続けた彫刻家、加藤恒勝さんの作品です。近くにお立ち
寄りの際は、ぜひご覧ください。

（2.3Pにボランティア月間関連特集）

９月は「ボランティア月間」

福井

福井県庁

西武福井店●

●

福井市役所●

ハピリン●

福井駅福井駅

シンボルモニュメント



ボッチャ体験コーナー

ショッピングシティ・ベルの会場

認
知
症
Ｖ
Ｒ
体
験
コ
ー
ナ
ー 

ラ
ン
テ
ィ
ー
も
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
挑
戦 

ラ
ン
テ
ィ
ー
と
記
念
撮
影  

ランティーとふれあう子どもたち
ラブリーパートナー・エルパの会場

特
集
特
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
間

　
　
　
啓
発
イ
ベ
ン
ト

　
本
会
は
９
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
間
に
ち
な
ん
で
福
井
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
２
カ
所
で
、Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
来
場
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

理解促進楽しみながら

▄
ラ
ン
テ
ィ
ー
と

推
し
ボ
ラ
見
つ
け
よ
う
！

福
井
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、平

成
3
年
度
か
ら
９
月
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月

間
」と
定
め
、毎
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、

県
民
に
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る

理
解
と
参
加
意
欲
の
促
進
を
図
る
た
め
の
普

及
・
啓
発
を
重
点
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
間
制
定
20
周
年

に
あ
た
る
平
成
22
年
度
か
ら
は
、
市
町
社
会

福
祉
協
議
会
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働

に
よ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て「
つ

な
が
り
と
支
え
合
う
社
会
の
『
価
値
や
豊
か

さ
』
を
実
感
で
き
る
一
貫
性
を
も
っ
た
県
民

総
参
加
運
動
」
と
し
て
の
「『
つ
な
が
れ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
輪
』推
進
運
動
」を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

今
年
度
の
推
進
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
の
1

つ
目
は
、
特
に
若
い
世
代
を
対
象
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。「
ラ
ン
テ
ィ
ー
と
推
し
ボ
ラ
見
つ
け

よ
う
！
」を
テ
ー
マ
に
、若
い
世
代
で
一
般
化

し
て
い
る
「
推
し
活
」（
自
分
に
と
っ
て
イ
チ

オ
シ
の
人
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
＝
推
し
＝
を

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
応
援
す
る
活
動
の
こ
と
）

を
参
考
に
、「
推
し
た
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
＝
推
し
ボ
ラ
＝
を

見
つ
け
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
る
理
由
は
、
本
県
の
15
～

24
歳
の
世
代
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

行
動
者
率
が
、
他
の
ど
の
世
代
よ

り
も
低
い
こ
と
に
加
え
、
全
国
と
の
比
較
に

お
い
て
も
低
位
で
あ
る
か
ら
で
す
。

総
務
省
の
「
社
会
生
活
基
本
調
査
」
で
は
、

本
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
動
者
率
は
、
全
国

で
上
位
で
す
が
、そ
の
率
は
平
成
28
年
の
32
・

2
％
か
ら
令
和
3
年
の
21
・
7
％
へ
と
低
下

し
て
お
り
、
中
で
も
若
い
世
代（
15
～
24
歳
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
動
者
率
は
、
5
・
5
％

（
令
和
3
年
度
）と
全
国
最
下
位
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若
い
世
代
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
行
動
者
率
が
低
い
理
由
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
意
識
や
意
欲
を
把
握

す
る
た
め
、「
若
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
10
月
末
ま
で

実
施
し
て
い
ま
す
。若
い
世
代
が
参
加
し
た

く
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
参
加
し
や
す

い
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
、
15
～
24
歳
の
各
年
齢
か
ら
の
回
答
を

得
る
た
め
、
県
内
の
高
校
や
大
学
へ
の
協
力

依
頼
の
ほ
か
、
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
等
の

関
係
機
関
を
通
じ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ

の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

アンケートはこちらから

▲

ラ
ン
テ
ィ
ー
の
　
　

ア
ク
リ
ル
ス
タ
ン
ド

2024 Sep　2
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Ｒ
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ル
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ン
ア
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ト
に
挑
戦 

ラ
ン
テ
ィ
ー
と
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ランティーとふれあう子どもたち
ラブリーパートナー・エルパの会場

特
集
特
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
間

　
　
　
啓
発
イ
ベ
ン
ト

　
本
会
は
９
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
間
に
ち
な
ん
で
福
井
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
２
カ
所
で
、Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
来
場
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

理解促進楽しみながら

▄
お
す
す
め
の
タ
イ
プ
を
診
断

推
進
運
動
の
2
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
適
性
診
断
」
で
お
す
す
め
し
た

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
し
た
り
、
体

験
し
た
り
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
で
す
。

9
月
7
日
㈯
に
福
井
市
大
和
田
の
ラ
ブ

リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
・
エ
ル
パ
で
開
催
し
た
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
買
い
物
等
に
来
ら
れ
た

方
に
お
声
が
け
し
て
、
チ
ャ
ー
ト
式
の
簡
単

な
質
問
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視

派
」、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
派
」、「
特
技
を
生
か
す

派
」、「
家
で
コ
ツ
コ
ツ
派
」の
4
タ
イ
プ
を
診

断
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
に
お
す
す
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

自
分
が
思
っ
て
い
た
も
の
と
は
違
う
タ
イ

プ
の
診
断
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、
向
い
て
い

る
と
す
す
め
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

を
も
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、こ
の
日
は
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
、認
知
症

Ｖ
Ｒ
体
験
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
体
験
な
ど
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
役
立
つ
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ラ

ン
テ
ィ
ー
」
と
の
ふ
れ
あ
い
に
多
く
の
方
の

来
場
が
あ
り
ま
し
た
。今
後
は
、大
学
の
学
園

祭
な
ど
で
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
若
い
世
代
も

含
め
た
多
く
の
県
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
具
体
的
な
出
番
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

3　2024 Sep



https://hanett.akaihane.or.jp/hanett/pub/homePr
ef?data.prefCd=0018

10月1日より共同募金運動が始まります。ご協力お願いします

ありがとうのメッセージ

一般共同募金 109,419,000円
地域歳末たすけあい募金 24,694,000円
NHK歳末たすけあい募金 8,000,000円

　合　　　　計 142,113,000円

福井県の目標額

◉共同募金はじぶんの町を良くする募金です。

◉お年寄りや障がいのある人、子ども達やその親など、

　助けを必要としている方々のために役立てられます。

◉災害の時は、災害ボランティアの支援に役立てられます。

闘病を経験されたこどもと家族が集う「かぞく会」のイベントを開催しま
した。こども達はプール遊びや風鈴、クリスマスツリーなどを制作するワー
クショップや、着物の着付けなど、ふだん家庭ではできない体験をたくさん
提供することができました。これからも継続してこどもたちに寄り添い、い
つでも相談し合える関係であり続けたいと思います。今後とも、皆様からの
温かいご支援をよろしくお願いします。

災害時の準備金
被災地で災害ボランティアを
支援する活動に
4,200千円

ＮＨＫ歳末たすけあい
年末に行う高齢者、障がい者、
子育ての支援に
8,000千円

障がい者の就労支援

「闘病中のこどもと家族の笑顔が広がりました」

赤い羽根アプリ赤い羽根アプリ

赤い羽根アプリ

赤い羽根アプリの特長
★お得なクーポンでお買い物
★「町が良くなる」を見える化
★領収書を発行します
★いままでの募金を一目で管理
※従来のご優待カードも

使えるようになりました

高齢者サロン
生
活
に
は
り
が
で
き

　健
康
に
な
り
ま
し
た

自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
も
ち
、

　自
信
と
な
り
、
日
々
の
作
業
の

　
　
　
　
　励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ふくいを良くする活動
広域的な活動を行うボランティア
団体やＮＰＯ、福祉団体の活動に
38,300千円

ふくいを良くする活動
広域的な活動を行うボランティア
団体やＮＰＯ、福祉団体の活動に
38,300千円

じぶんの町を
良くする活動
市町の福祉活動の支援や
福祉のまちづくりを行う
社会福祉協議会の活動に
67,661千円

じぶんの町を
良くする活動
市町の福祉活動の支援や
福祉のまちづくりを行う
社会福祉協議会の活動に
66,919千円地域歳末

たすけあい
年末年始に行う高齢者、
障がい者、子育ての支援に
24,207千円

地域歳末
たすけあい
年末年始に行う高齢者、
障がい者、子育ての支援に
24,694千円

赤い羽根共同募金とは…

募金の
お問い合わせ

社会福祉法人福井県共同募金会　もしくはお住まいの市町の共同募金委員会へ
〒910-0026 福井市光陽2丁目3-22　TEL：0776-22-1657　FAX：0776-22-3093

赤い羽根募金のつかいみち
赤い羽根データベース

はねっと

https://www.akaihane-appli.comhttps://www.akaihane-appli.com

赤い羽根アプリは下のQRコードから
ダウンロードできます。

ふくいこどもホスピス

８
月
21
日
㈬
、
福
井
県
生
活
学
習

館
（
ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い
）
に
お
い
て
、

「
令
和
６
年
度 

社
会
福
祉
法
人
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

災
害
を
切
り
口
に
社
会
福
祉
法
人

間
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
回
が
初
め
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
能
登
半

島
地
震
の
発
生
に
よ
り
災
害
対
応
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
、
県
内
社
会
福

祉
法
人
の
役
職
員
約
80
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
関
西
の
社
会
福

祉
法
人
を
中
心
に
、
能
登
半
島
地
震

で
被
災
し
た
社
会
福
祉
施
設
・
事
業

所
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
能
登
福

祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
共
同
代
表
の
石
井
布
紀
子
氏
か

ら
、「
被
災
地
に
寄
り
添
い
、
能
登
で

踏
ん
張
る
社
会
福
祉
法
人
へ
の
支
援

と
連
携
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
井
氏
は
、「
能
登
半
島
地
震
で
は
、

広
域
避
難
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
、

利
用
者
の
状
況
か
ら
地
元
で
踏
ん
張

る
選
択
を
し
た
社
会
福
祉
法
人
も

あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
施
設
や
事

業
所
へ
の
公
的
な
支
援
が
圧
倒
的
に

不
足
し
て
い
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
基
幹
産
業
で
あ
る
福
祉
介
護

事
業
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
県

社
協
、
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
、
県

身
体
障
害
者
（
児
）
援
護
施
設
連
絡
協

議
会
、
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
か

ら
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
の

取
組
み
を
ご
報
告
い
た
だ
き
、
支
援
を

す
る
側
・
受
け
る
側
双
方
の

課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け

に
、
市
町
単
位
で
の
意
見

交
換
を
望
む
声
も
聞
か
れ
、

ま
さ
に
法
人
間
の
つ
な
が

り
づ
く
り
に
向
け
た
キ
ッ

ク
オ
フ
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

災
害
支
援
で
つ
な
が
る
社
会
福
祉
法
人

リレートークの様子

石井氏による基調講演の様子

〜
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
被
災
地
支
援
の
取
組
み
を
共
有
す
る
〜

●日　時　令和6年11月19日㈫　10：30～15：30
●場　所　福井県繊協ビル10階「ホールAB」（福井市大手3丁目7番1号）
●日　程

令和6年度東海北陸ブロック
次世代保育リーダー養成セミナー＆保育士会セミナー

●参 加 費　無料
●参加申込　県社協ホームページまたは
　　　　　　右記二次元コード（Googleフォーム）から必要事項をご記入いただき、
　　　　　　10月31日㈭までにお申込みください。
●セミナー事務局　社会福祉法人福井県社会福祉協議会　経営支援課
　　　　　　　　　TEL：0776-24-2347　FAX：0776-24-8942　E-mail ：shisetsu@f-shakyo.or.jp

10：00～10：30
受　　付
10：30～10：40
開会・挨拶
10：40～12：00
説　　明「全国保育協議会人材養成会議とは（仮）」
【説明者】東海北陸ブロック保育協議会　会長　前田 武司 氏
実践報告「人口減少の観点から保育現場の人材育成を考える」
【報告者】石川県あいわこども園　園長　中川 昌訓 氏
講　　評「次世代育成施策、保育者の養成について（仮）」
【講　師】仁愛大学　副学長　石川 昭義 氏

13：00～13：30
受　　付
13：30～13：40
開会・挨拶
13：40～14：00
基調報告「全国保育士会活動について」
14：00～15：30
講　　義「能登半島地震に伴う子ども支援・
　　　　　　　　  子育て支援の実践と今後の課題」
【講　師】金沢大学教職大学院　准教授　鈴木 瞬 氏
【実践報告】石川県保育士会　会長　中田 実千世 氏

保育士会セミナー【13：30～15：30】次世代保育リーダー養成セミナー【10：30～12：00】

午前もしくは
午後のみの参加も

OKです
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https://hanett.akaihane.or.jp/hanett/pub/homePr
ef?data.prefCd=0018

10月1日より共同募金運動が始まります。ご協力お願いします

ありがとうのメッセージ

一般共同募金 109,419,000円
地域歳末たすけあい募金 24,694,000円
NHK歳末たすけあい募金 8,000,000円

　合　　　　計 142,113,000円

福井県の目標額

◉共同募金はじぶんの町を良くする募金です。

◉お年寄りや障がいのある人、子ども達やその親など、

　助けを必要としている方々のために役立てられます。

◉災害の時は、災害ボランティアの支援に役立てられます。

闘病を経験されたこどもと家族が集う「かぞく会」のイベントを開催しま
した。こども達はプール遊びや風鈴、クリスマスツリーなどを制作するワー
クショップや、着物の着付けなど、ふだん家庭ではできない体験をたくさん
提供することができました。これからも継続してこどもたちに寄り添い、い
つでも相談し合える関係であり続けたいと思います。今後とも、皆様からの
温かいご支援をよろしくお願いします。

災害時の準備金
被災地で災害ボランティアを
支援する活動に
4,200千円

ＮＨＫ歳末たすけあい
年末に行う高齢者、障がい者、
子育ての支援に
8,000千円

障がい者の就労支援

「闘病中のこどもと家族の笑顔が広がりました」

赤い羽根アプリ赤い羽根アプリ

赤い羽根アプリ

赤い羽根アプリの特長
★お得なクーポンでお買い物
★「町が良くなる」を見える化
★領収書を発行します
★いままでの募金を一目で管理
※従来のご優待カードも

使えるようになりました

高齢者サロン
生
活
に
は
り
が
で
き

　健
康
に
な
り
ま
し
た

自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
も
ち
、

　自
信
と
な
り
、
日
々
の
作
業
の

　
　
　
　
　励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ふくいを良くする活動
広域的な活動を行うボランティア
団体やＮＰＯ、福祉団体の活動に
38,300千円

ふくいを良くする活動
広域的な活動を行うボランティア
団体やＮＰＯ、福祉団体の活動に
38,300千円

じぶんの町を
良くする活動
市町の福祉活動の支援や
福祉のまちづくりを行う
社会福祉協議会の活動に
67,661千円

じぶんの町を
良くする活動
市町の福祉活動の支援や
福祉のまちづくりを行う
社会福祉協議会の活動に
66,919千円地域歳末

たすけあい
年末年始に行う高齢者、
障がい者、子育ての支援に
24,207千円

地域歳末
たすけあい
年末年始に行う高齢者、
障がい者、子育ての支援に
24,694千円

赤い羽根共同募金とは…

募金の
お問い合わせ

社会福祉法人福井県共同募金会　もしくはお住まいの市町の共同募金委員会へ
〒910-0026 福井市光陽2丁目3-22　TEL：0776-22-1657　FAX：0776-22-3093

赤い羽根募金のつかいみち
赤い羽根データベース

はねっと

https://www.akaihane-appli.comhttps://www.akaihane-appli.com

赤い羽根アプリは下のQRコードから
ダウンロードできます。

ふくいこどもホスピス
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福
井
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（
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に
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、
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会
福
祉
法
人
ト
ッ

プ
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」
を
開
催
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ま
し
た
。
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を
切
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に
社
会
福
祉
法
人

間
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
テ
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マ
と
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た
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
回
が
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て

の
開
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と
な
り
ま
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た
が
、
能
登
半

島
地
震
の
発
生
に
よ
り
災
害
対
応
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
、
県
内
社
会
福

祉
法
人
の
役
職
員
約
80
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
関
西
の
社
会
福

祉
法
人
を
中
心
に
、
能
登
半
島
地
震

で
被
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た
社
会
福
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・
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へ
の
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を
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て
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る
「
能
登
福
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救
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」
共
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表
の
石
井
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氏
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い
、
能
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社
会
福
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へ
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連
携
か
ら
見
え
て
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た
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と
」
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う
テ
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マ
で
講
演
い
た
だ
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ま
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石
井
氏
は
、「
能
登
半
島
地
震
で
は
、

広
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避
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に
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し
て
、
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者
の
状
況
か
ら
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で
踏
ん
張

る
選
択
を
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た
社
会
福
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、
そ
の
よ
う
な
施
設
や
事

業
所
へ
の
公
的
な
支
援
が
圧
倒
的
に

不
足
し
て
い
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
基
幹
産
業
で
あ
る
福
祉
介
護

事
業
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
リ
レ
ー
ト
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で
は
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県
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、
県
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福
祉
施
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会
、
県
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障
害
者
（
児
）
援
護
施
設
連
絡
協

議
会
、
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
か

ら
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
の

取
組
み
を
ご
報
告
い
た
だ
き
、
支
援
を

す
る
側
・
受
け
る
側
双
方
の

課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け

に
、
市
町
単
位
で
の
意
見

交
換
を
望
む
声
も
聞
か
れ
、

ま
さ
に
法
人
間
の
つ
な
が

り
づ
く
り
に
向
け
た
キ
ッ

ク
オ
フ
の
機
会
と
な
り
ま

し
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。

災
害
支
援
で
つ
な
が
る
社
会
福
祉
法
人

リレートークの様子

石井氏による基調講演の様子

〜
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
被
災
地
支
援
の
取
組
み
を
共
有
す
る
〜

●日　時　令和6年11月19日㈫　10：30～15：30
●場　所　福井県繊協ビル10階「ホールAB」（福井市大手3丁目7番1号）
●日　程

令和6年度東海北陸ブロック
次世代保育リーダー養成セミナー＆保育士会セミナー

●参 加 費　無料
●参加申込　県社協ホームページまたは
　　　　　　右記二次元コード（Googleフォーム）から必要事項をご記入いただき、
　　　　　　10月31日㈭までにお申込みください。
●セミナー事務局　社会福祉法人福井県社会福祉協議会　経営支援課
　　　　　　　　　TEL：0776-24-2347　FAX：0776-24-8942　E-mail ：shisetsu@f-shakyo.or.jp

10：00～10：30
受　　付
10：30～10：40
開会・挨拶
10：40～12：00
説　　明「全国保育協議会人材養成会議とは（仮）」
【説明者】東海北陸ブロック保育協議会　会長　前田 武司 氏
実践報告「人口減少の観点から保育現場の人材育成を考える」
【報告者】石川県あいわこども園　園長　中川 昌訓 氏
講　　評「次世代育成施策、保育者の養成について（仮）」
【講　師】仁愛大学　副学長　石川 昭義 氏

13：00～13：30
受　　付
13：30～13：40
開会・挨拶
13：40～14：00
基調報告「全国保育士会活動について」
14：00～15：30
講　　義「能登半島地震に伴う子ども支援・
　　　　　　　　  子育て支援の実践と今後の課題」
【講　師】金沢大学教職大学院　准教授　鈴木 瞬 氏
【実践報告】石川県保育士会　会長　中田 実千世 氏

保育士会セミナー【13：30～15：30】次世代保育リーダー養成セミナー【10：30～12：00】

午前もしくは
午後のみの参加も

OKです

5　2024 Sep



このコーナーでは、県内
の福祉活動に取り組まれ
る皆様をご紹介します。

Vol. 8

　
第
８
回
は
若
狭
町
で
活
動
中
の
、

「
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹
の
会
」

（
水
江
キ
ヨ
子
世
話
役
）
で
す
。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

　「手
書
き
」「
手
作
り
」「
手
配
り
」

へ
の
こ
だ
わ
り
に
は
、
地
域
の
高
齢
者

と
飾
り
な
く
向
き
合
い
、
寄
り
添
い
た

い
と
の
思
い
が
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
活
動
が
地
域
の
絆
を
深
め
、
孤

独
を
感
じ
る
方
々
に
と
っ
て
大
き
な
支

え
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
！

　

　
会
議
の
後
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

参加費無料参加費無料

介護入門的研修・
「ちょこっと就労」就職面談会にご参加ください！

介護入門的研修・
「ちょこっと就労」就職面談会にご参加ください！

福井県福祉人材センター
☎0776-28-3180　E-mail : jinzai-center@f-shakyo.or.jp
※福井県福祉人材センターは、福井県社会福祉協議会が運営する無料職業紹介所です。

　県内6会場で、介護の研修と福祉施設での補助的な仕事に関する就職面談会を開催します。
介護の基本を学びたい！福祉施設で何か役に立つ仕事がしたい！そんな方は、ぜひご参加ください。

　介護に関心を持つ方を対象に介護に関する相談窓口や介護保険制度、基本的な介護の知識につい
ての研修会を行います。基本を知れば、福祉施設での補助的な仕事や家族介護にも役立ちます。

　「ちょこっと就労」とは、福祉施設で食事の準備や後片付け、衣類の洗濯や部屋の掃除、シーツ交換、
送迎車の運転など補助的内容の仕事なので、特別な資格や経験は一切不要です。勤務時間も1回2
～4時間、週2～4回程度と短いので、あなたのライフスタイルに合わせた働き方ができます。

福祉施設での仕事や介護に関心のある方福祉施設での仕事や介護に関心のある方福祉施設での仕事や介護に関心のある方福祉施設での仕事や介護に関心のある方

 年齢・性別不問！シニア・主婦・学生さん大歓迎！

申し込み
問い合せ

介護入門的研修

「ちょこっと就労」就職面談会 チラシはこちらからご覧ください▶

こちらの二次元コードからお申し込みできます▶

●　日　程

※嶺南の二州・若狭会場は、就職フェアも同時開催！（自然災害等による実施の有無はホームページでご確認ください。）
※「ちょこっと就労」は雇用契約を締結するパートタイム労働であり、ボランティア活動とは異なりますのでご注意ください。

潜在保育者、現役保育者、保育関係への就職を考えている方
ゆったりお話しながら、楽しく、明日の保育にも役立つ簡単な手作りグッズを作りましょう。

開催日前日までに各会場に電話またはメールでお申し込みください。

保育者のみなさん！
おしゃべり広場 開催しています！

参加
無料

地区

【 介 護 入 門 的 研 修】10：15～14：30
【ちょこっと就労就職面談会】14：30～16：00

※どちらか一方の参加も可能です。
　介護入門的研修は、事前申し込みが必要です。

福　井
10月18日(金)

坂井・あわら
10月4日(金)

高志・奥越
11月21日(木)

丹　南
11月11日(月)

二　州※

10月27日(日)
若　狭※

9月28日(土)
日時

会場
福井市立図書館
地域交流センター
（福井市文京2-7-7）

春江中コミュニティ
センター
（坂井市春江町

随応寺17-17）

福井県立大学
永平寺キャンパス
（永平寺町
松岡兼定島4-1-1）

市民プラザ
たけふ
（越前市府中1-11-2）

はあとぴあ
（美浜町郷市25-20）

サン・サンホーム
小浜
（小浜市遠敷84-3-4）

参加申込み 事務局あてに電話またはメールにて
参加希望地区・氏名・生年月日・住所・電話番号をご連絡ください。

問い合わせ・申し込み先開催日

10月22日(火)

12月17日(火)

令和7年
2月25日(火)

13：30
〜

14：30

時間
福井県
社会福祉センター2F
身障第1研修室

白鬚再開発ビル3F
嶺南福祉人材バンク

会　場
福井県保育人材センター
福井市光陽2-3-22　福井県社会福祉センター内
☎0776-21-8194　E-mail：jinzai-centet@f-shakyo.or.jp

嶺南福祉人材バンク
小浜市小浜白鬚112　白鬚再開発ビル３F
☎0770-52-7833　E-mail：r-jinzai@f-shakyo.or.jp
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このコーナーでは、県内
の福祉活動に取り組まれ
る皆様をご紹介します。

Vol. 8

　
第
８
回
は
若
狭
町
で
活
動
中
の
、

「
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹
の
会
」

（
水
江
キ
ヨ
子
世
話
役
）
で
す
。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

　「手
書
き
」「
手
作
り
」「
手
配
り
」

へ
の
こ
だ
わ
り
に
は
、
地
域
の
高
齢
者

と
飾
り
な
く
向
き
合
い
、
寄
り
添
い
た

い
と
の
思
い
が
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
活
動
が
地
域
の
絆
を
深
め
、
孤

独
を
感
じ
る
方
々
に
と
っ
て
大
き
な
支

え
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
！

　

　
会
議
の
後
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

昭
和
60
年
代
に
発
足
し
、
現
在
の
メ
ン

バ
ー
は
10
人
。
若
狭
町
立
図
書
館
の
リ
ブ
ラ

館
（
リ
ブ
ラ
若
狭
内
）
と
パ
レ
ア
館
（
パ
レ

ア
若
狭
内
）
で
、本
の
整
理
や
本
棚
の
清
掃
、

町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
ら
向
け
の
冊

子
【
お
げ
ん
き
で
す
か
】（
現
在
は
季
刊
）

の
編
集
・
配
布
に
と
日
々
奔
走
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
季
刊
誌
の
発
行
は
通
巻
２
０
０
号
を

超
え
る
息
の
長
い
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
パ
レ
ア
若
狭
で
活
動
中
の
と
こ
ろ

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。6
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、

雑
巾
で
本
棚
の
埃
を
ふ
き
取
り
な
が
ら
、
来

館
者
が
見
易
い
よ
う
に
本
を
並
べ
直
し
て
い

ま
し
た
。
傍
ら
に
は
勉
強
す
る
学
生
や
読
書

を
楽
し
ん
で
い
る
男
性
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
も
影
響
し
て
利
用
す
る
方
は
め
っ
き
り
と

少
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
日
は
図
書
館
で
の
活
動
に
加
え
て
、

パ
レ
ア
若
狭
内
の
会
議
室
で
、
季
刊
誌
の
次

号
の
編
集
会
議
と
10
月
に
開
催
さ
れ
る
福
祉

と
文
化
の
祭
典
「
ハ
ー
ト
＆
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
４
」
へ
の
出
店
会
議
も
あ
り
ま
し

た
。
次
号
は
７
０
０
部
の
発
行
を
予
定
。
主

に
民
生
委
員
さ
ん
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
へ
の
訪
問
時
に
持
参
し
て
も
ら
う
ほ
か
、

町
内
の
病
院
や
事
業
所
、
サ
ロ
ン
へ
も
配
布

し
ま
す
。

季
刊
誌
の
発
行
に
は
若
狭
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
協
力
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
グ
ル
ー

プ
の
活
動
資
金
は
、
補
助
金
を
受
け
ず
に
年

間
１
，０
０
０
円
の
会
費
と
ハ
ー
ト
＆
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
タ
で
の
売
上
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
に
は

力
が
入
り
ま
す
。
前
年
度
に
好
評
だ
っ
た
も

の
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
も
の
を
検
証
し
、

新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
議
論
を
重

ね
て
い
ま
す
。
今
回
は
ガ
ラ
ス
瓶
に
乾
燥
さ

せ
た
花
な
ど
を
入
れ
て
オ
イ
ル
漬
け
に
し
た

「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」
作
り
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

Q

ど
の
よ
う
な
方
た
ち
が

参
加
し
て
い
ま
す
か
。

A

現
役
メ
ン
バ
ー
の
最
高
齢
は

 80
歳
代

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
歴
は
40
年
近
く
あ
り

ま
す
。
若
狭
町
は
今
年
合
併
20
周
年
と
な

り
ま
す
が
、
も
と
も
と
三
方
町
で

活
動
し
て
い
て
、
合
併
を
機
に
上

中
地
域
の
民
生
委
員
経
験
者
や
読

書
会
の
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
際
に
加
入
し
た
メ
ン
バ
ー

も
現
役
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

Q

紙
面
づ
く
り
で
ど
の
よ
う
な

工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
。

A

高
齢
の
方
が
地
域
の
事
を
思
い

出
し
や
す
い
内
容
や
口
ず
さ
め
る

歌
の
歌
詞
を
は
じ
め
、
投
稿
も
2

つ
ほ
ど
掲
載
し
て
い
ま
す
。
お
料

理
レ
シ
ピ
は
、高
齢
者
2
人
分
で
、

調
理
が
簡
単
で
食
べ
や
す
い
も
の

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
体
操
や
ク
イ
ズ
、
本
の
紹
介

（
図
書
館
便
り
）、
ぬ
り
絵
な
ど
多

様
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
さ
れ
た
原

稿
が
出
て
く
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
手
書
き
に

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
れ

に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
見
た
っ
て

き
れ
い
な
物
ば
っ
か
り
で
、
き
れ
い
過
ぎ

る
感
じ
で
す
よ
ね
。
手
書
き
の
温
か
さ
を

感
じ
ら
れ
る
方
が
開
い
て
み
た
く
な
る
で

し
ょ
う
？

Q

活
動
へ
の
思
い
を聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

A

先
輩
方
か
ら
は
「
一
人
暮
ら
し
の
ご
高

齢
の
方
に
寄
り
添
う
気
持
ち
は
絶
対
に
忘

れ
て
は
い
け
な
い
」
と
厳
し
く
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
　

辞
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
毎
号
の
季
刊
誌
が
出
来
た
時
の
喜
び

が
あ
っ
て
、
仲
間
が
い
る
。
も
っ
と
仲
間

の
結
び
つ
き
が
強
く
な
っ
て
心
強
い
冊
子

に
な
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
で
1
人
に
な
っ
た

時
、
こ
う
い
う
の
を
届
け
て
く
れ
る
人
が

い
た
ら
嬉
し
い
か
な
っ
て
。
孤
独
じ
ゃ
な

い
っ
て
思
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
考
え
て

い
ま
す
。
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「子ども未来応援バンク」は、
皆様の温かい思いを、子どもたちの未来へつなぎます

「子ども未来応援バンク」は、
皆様の温かい思いを、子どもたちの未来へつなぎます

子ども未来支援事業「子ども食堂等への助成」は、子ども未来応援バンク（下記参照）や松原ふれあい基金を活用し、
地域における子どもの健やかな育ちのため、子どもの居場所づくりに取り組む団体や社会的養護児童の自立支援に対
して助成するものです。そのうち子ども食堂等への立ち上げ助成は、平成28年度から昨年度までに、計16団体に助
成を行っていますが今年度は、5団体に各200,000円の助成を決定しました。
「福井県まごころ基金」助成事業は、県内篤志家からの寄付金を運用し、県
内の民間福祉団体等が実施する様々な社会福祉活動等に対して支援を行うこ
とにより県内の地域福祉を推進するもので、平成3年以来、のべ995団体に対
して合計1億7千万円を超える助成を行ってまいりました。今年度は、6団体
に対して合計893,000円の助成を決定しました。

令和６年度子ども未来支援事業「子ども食堂への助成」助成団体
活動地域
福 井 市
あわら市
大 野 市
福 井 市
福 井 市

助成団体名
とうごうなかじま子ども食堂実行委員会

一般社団法人福インクル
きんばらさん家の子ども食堂
非認知能力実践ラボ

Well to go「にじいろカフェ」

１
２
３
４
５

子ども未来支援事業「子ども食堂等への助成」

福井県まごころ基金助成事業助成団体

子ども未来支援事業「子ども食堂等への助成」

福井県まごころ基金助成事業助成団体令和6年度
（第34回）

令和6年度
および 決定

令和６年度（第34回）福井県まごころ基金助成事業助成団体
助成団体数 助成団体名

友サークル
福井県社会就労センター協議会
福井県嶺北親の会
福井県精神保健福祉家族会連合会
一般社団法人えちぜん自立サポート
こども食堂テラスネットワークふくい奥越、高志

１団体

３団体

１団体
１団体

助成区分
高齢者の福祉向上を通じた取組

障がい者（児）の福祉向上を通じた取組

地域全体の福祉向上を通じた取組
子どもの貧困・貧困の連鎖をなくすための取組

通常助成枠

チャレンジテーマ枠

　福井県社会福祉協議会が取り組む「子ども未来応援バンク」は、現金・物品等の企業・団体・県民の皆様からいた
だいたご寄付を、子どもたちの居場所づくりや自立に向けた支援につなげる取り組みです。皆様の善意が子どもたち
の明るい未来、そして福井の明るい未来に繋がります。多くの方のご支援をお願いします。

現金の寄付 物品等の寄付

●㈱平和堂様　●（一社）生命保険協会福井県協会様　●今村証券㈱様
●福井鋲螺㈱様　●（一社）福井県電業協会様　●㈱京呉服平田様、
●明治安田生命保険相互会社様　●GenkyDrugStores㈱様　ほか

福井県社会福祉協議会 総務企画課
☎0776－24－2339
E-mail：somu@f-shakyo.or.jp

※順不同令和5年度にご寄付いただいた団体等 お問い合わせ先

「子ども未来応援バンク」

　寄付者のご意向を伺いながら、対象団体・施設等などを調整し配分、
必要とする子どもたちへつなぎます。

＜令和5年度の寄付物品＞精米、食料品、ランドセル、子ども用品等

　子ども食堂、ひとり親支援団体、児童一時保護所、児童養護施設
等へ配分　※本会による調整が困難な場合、適切な配分先へお繋ぎします。

　子ども未来支援事業の一環として、
地域の子ども食堂の立ち上げ費用を助
成させていただきます。
　また、児童養護施設入所児童や里親
のもとで暮らす児童の就職や進学に必
要な技能・資格取得等費用の助成に活
用させていただきます。
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●明治安田生命保険相互会社様　●GenkyDrugStores㈱様　ほか

福井県社会福祉協議会 総務企画課
☎0776－24－2339
E-mail：somu@f-shakyo.or.jp

※順不同令和5年度にご寄付いただいた団体等 お問い合わせ先

「子ども未来応援バンク」

　寄付者のご意向を伺いながら、対象団体・施設等などを調整し配分、
必要とする子どもたちへつなぎます。

＜令和5年度の寄付物品＞精米、食料品、ランドセル、子ども用品等

　子ども食堂、ひとり親支援団体、児童一時保護所、児童養護施設
等へ配分　※本会による調整が困難な場合、適切な配分先へお繋ぎします。

　子ども未来支援事業の一環として、
地域の子ども食堂の立ち上げ費用を助
成させていただきます。
　また、児童養護施設入所児童や里親
のもとで暮らす児童の就職や進学に必
要な技能・資格取得等費用の助成に活
用させていただきます。

9　2024 Sep
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4P 案内◆10月1日より共同募金運動が始まります

5P 報告◆トップセミナー開催
案内◆保育ブロックセミナー案内

6P 案内◆介護入門的研修・
　　　「ちょこっと就労」就職面談会案内
案内◆保育関係者おしゃべり広場開催

7P 連載◆みんなdeつながろう！　Vol.8

8P 報告◆まごころ基金助成団体・
　　　子ども未来支援事業助成団体決定

9P 広告◆ボランティア活動保険

10P 報告◆パリパラリンピックで県勢躍動
案内◆第71回福井県社会福祉大会のお知らせ
報告◆寄付・寄贈

楽しみながら理解促進　ボランティア月間啓発イベント特 集 2,3P

テーマ　「パックンマックンと考えるこれからの多文化共生」
講　師　パックンマックン［タレント］
《講師プロフィール》
　アメリカ出身のパトリック・ハーラン氏（パックン）と吉田 眞 氏（マックン）とのお笑いコンビ。1997
年結成。異国コンビのパイオニアとして、漫才、コントに加え日米の差異を盛り込んだネタで人気を博す。
　現在はテレビなどのメディアでの出演を始め、15年以上前から国際交流や多文化共生などをテーマにし
た講演を精力的に行っている。パックンはふくいブランド大使・福井市観光大使、マックンはぐんま観光
特使・富岡ふるさと大使として幅広く活躍中。

記念講演

令和6年10月26日（土）13：30～16：00
福井県生活学習館（ユー・アイふくい）　
❶表 彰 式（13：30～）
●福井県社会福祉協議会会長表彰　●福井県共同募金会会長表彰
❷記念講演（14：40～）

日　時
会　場

内　容
（予定）

【講演参加申込】　右記の二次元コードまたは下記にてお申し込みください。
【問合せ・申込先】　（福）福井県社会福祉協議会　総務企画課　社会福祉大会担当
　　　　　　　　　TEL：0776-24-2339　E-mail：somu@f-shakyo.or.jp
　　　　　　　　　ホームページ：https://www.f-shakyo.or.jp/

記念講演は
どなたでも聴講可能です !

寄付者
♥7月19日

株式会社 平和堂 様
●寄付金　30万円

寄付先　　　　　福井県社会福祉協議会
　　　　　（子ども未来応援バンク）

皆様の善意は有効に
活用させていただきます。
皆様の善意は有効に
活用させていただきます。
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伊藤竜也さん 川上秀太さん

パリパラリンピックで県勢躍動 銅メダル 川上秀太さん
８位入賞 伊藤竜也さん

祝

心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 
心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 

　第2回全国ボランティアフェスティバル（平成5年度）
の本県開催を記念して制作されたシンボルモニュメント
が、福井市中央１丁目の通称・三角地帯の西端のスペー
スに建てられています。
　福井地震で片腕を失いながらも生き延び、創作活動を
続けた彫刻家、加藤恒勝さんの作品です。近くにお立ち
寄りの際は、ぜひご覧ください。

（2.3Pにボランティア月間関連特集）

９月は「ボランティア月間」

福井

福井県庁

西武福井店●

●

福井市役所●

ハピリン●

福井駅福井駅

シンボルモニュメント


